
伊丹市総合交通計画進捗状況報告書

【実施施策編】

平成29年度第１回伊丹市総合交通計画推進協議会資料

日 時：平成２９年７月２５日(火)午前１０時～

場 所：防災センター３０１会議室

資料①



基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備
基本戦略１－① 自転車の安全・快適な利用の促進・・・・・・・・・・・１

基本戦略１－② 安全・快適で歩いて元気になるみちづくり・・・・・・・４

基本戦略１－③ 目的や役割に応じた効率的な道路整備・・・・・・・・・８

基本戦略１－④ 環境に配慮した交通まちづくり・・・・・・・・・・・１１

基本目標２．交流を支える公共交通の充実
基本戦略２－① 鉄道利便性の向上 ・・・・・・・・・・・・・１３

基本戦略２－② バス利便性の向上・・・・・・・・・・・・・・・・・１５

基本戦略２－③ ユニバーサルデザイン(バリアフリー化)の推進・・・・１７

基本戦略２－④ 公共交通の利用促進・・・・・・・・・・・・・・・・１９

基本目標３．中心市街地の回遊性とにぎわいの向上
基本戦略３－① 中心市街地回遊性の向上 ・・・・・・・・・・・・・２４

基本戦略３－② 空港を活かしたまちづくり・・・・・・・・・・・・・２５

基本戦略３－③ 中心市街地における自転車等の放置の防止・・・・・・２７

基本目標４． 地域でつくる交通まちづくり
基本戦略４－① 地域でつくる交通まちづくり・・・・・・・・・・・・２９

その他
後期で着手する施策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２

目次



基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

1 ａ ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

◆伊丹市自転車ネットワーク計画

自転車通行空間整備状況　計　4.4km

【　市　】

・部分指定：0.3km

【兵庫県】

・自転車専用通行帯：0.5km

139,885 319,489

◆伊丹市自転車ネットワーク計画

自転車通行空間整備状況　計　6.4km

【　市　】

・車道混在：0.4km

・自転車専用通行帯：0.4km

【兵庫県】

・自転車専用通行帯：1.2km

217,412 ③実施継続

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－①①①①　　　　自転車自転車自転車自転車のののの安全安全安全安全・・・・快適快適快適快適なななな利用利用利用利用のののの促進促進促進促進

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

施策概要

伊丹市自転車ネットワーク計画に基づき、安全・安心な自転車通行空間の確保及び歩道のセミフラット化※を

推進する。

施策

自転車通行空間の整備

実施主体

市

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

◆伊丹市自転車ネットワーク計画

自転車通行空間整備状況　計　3.6km

【　市　】

・自転車専用通行帯：0.6km

・部分指定：1.2km

【兵庫県】

・部分指定：1.8km

◆伊丹市自転車ネットワーク計画

自転車通行空間整備予定　計　10.9km

【　市　】

・自転車専用通行帯：0.7km

  (市)昆陽池千僧線

・車道混在：2.3km

  (市)新幹線北側道路ほか

・詳細設計業務

　(市)昆陽車塚線

  【兵庫県】

・自転車専用通行帯：1.5km

　(県)山本伊丹線

  (県)姥ヶ茶屋伊丹線

  (県)西宮豊中線

今後、自転車通行空間の整備を検討する必要のある幹

線道路は、歩道幅員が植樹帯を含め2.5m程度となって

おり、歩道の有効幅員が約1.5mとなっている路線もあ

ることから、自転車・歩行者の通行空間の確保と街路

樹の適正化が課題である。

報告書の見方
本報告書は、伊丹市総合交通計画(以下「計画」)の『Ⅱ.実施計画編』に記載されている【実施施策】について、進捗状況等を基

本戦略ごとにまとめています。また、各実施施策については、事業者ごとに実施状況について、記載しています。

• 計画策定時からの各年度ごとの実
施状況を記載しています。

• 計画期間は、平成28年度からです
が、平成27年度の状況についても、
参考として掲載しています。

• 事業費は、実施内容にかかる費用
(人件費を除く)について記載してい
ます。事業費が発生しないものは
「－」、左記実施内容について事
業費の算出が困難な場合等は
「×」を記載しています。

• 平成29年度に実施を予定している内容について記載しています。

• 予算は、実施予定内容にかかる費用(人件費を除く)について記載しています。
予算が発生しないものは「－」、左記実施内容についての予算額の算出が困
難な場合等は「×」を記載しています。

• 事業者名を記載しています。複数の事業者で実施している施策については、
併記しています。

• この施策についての課題や、伊丹市以
外での取組み状況について、記載して
います。

• 平成29年度の施策の方向性について記載しています。方向性は、下記の①～⑧で表記しています。それぞれの表記の意味は、
下記のとおりです。

①「検討」 事業実施について、検討中の場合。(事業実施に向けた調査・研究を含む。)
②「新規実施」 検討を経て、今年度より、新規で実施する場合。
③「実施継続」 昨年度と同様に実施する場合。
④「拡大」 昨年度より規模を拡大して実施する場合。
⑤「縮小」 昨年度より規模を縮小して実施する場合。
⑥「廃止」 昨年度まで実施していた事業を廃止する場合。
⑦「要見直し」 検討の結果、実施困難または、後期着手施策とすることが望ましいと結論付けた場合。
⑧「完了」 施策が完了した場合。

• 計画策定時(平成
26年度)における、
状況を記載してい
ます。



基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

1 ａ ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

◆伊丹市自転車ネットワーク計画
自転車通行空間整備状況　計　4.4km
【　市　】
・部分指定：0.3km
【兵庫県】
・自転車専用通行帯：0.5km

139,885 319,489

◆伊丹市自転車ネットワーク計画
自転車通行空間整備状況　計　6.4km
【　市　】
・車道混在：0.4km
・自転車専用通行帯：0.4km
【兵庫県】
・自転車専用通行帯：1.2km

217,412 ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

2 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

・JR伊丹駅前第3自転車駐車場ラック更新工事
・JR伊丹駅前第1自転車駐車場ラック更新工事
・平松自転車駐車場改修工事
・西台自転車駐車場壁面サイン工事等

51,741 51,000

・阪急伊丹駅前地下自転車駐車場防犯カメラ更新工事

1,857 ③実施継続

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

・阪急伊丹駅前地下自転車駐車場管理機器更新工
事
・JR伊丹駅前第1自転車駐車場ラック更新工事

・東有岡自転車駐車場ラック更新工事
・船原自転車駐車場ラック更新工事

施設運営を行いながらの工事施工となるため、安全対
策等が課題である。また、今後の利用者推移を予測す
ることが困難であり、改修するラックの台数をどのよ
うに決定するかが課題である。

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－①①①①　　　　自転車自転車自転車自転車のののの安全安全安全安全・・・・快適快適快適快適なななな利用利用利用利用のののの促進促進促進促進

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

施策概要

伊丹市自転車ネットワーク計画に基づき、安全・安心な自転車通行空間の確保及び歩道のセミフラット化※を推
進する。

施策

自転車通行空間の整備

実施主体

市

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

◆伊丹市自転車ネットワーク計画
自転車通行空間整備状況　計　3.6km
【　市　】
・自転車専用通行帯：0.6km
・部分指定：1.2km
【兵庫県】
・部分指定：1.8km

◆伊丹市自転車ネットワーク計画
自転車通行空間整備予定　計　10.9km
【　市　】
・自転車専用通行帯：0.7km
  (市)昆陽池千僧線
・車道混在：2.3km
  (市)新幹線北側道路ほか
・詳細設計業務
　(市)昆陽車塚線
  【兵庫県】
・自転車専用通行帯：1.5km
　(県)山本伊丹線
  (県)姥ヶ茶屋伊丹線
  (県)西宮豊中線

今後、自転車通行空間の整備を検討する必要のある幹
線道路は、歩道幅員が植樹帯を含め2.5m程度となって
おり、歩道の有効幅員が約1.5mとなっている路線もあ
ることから、自転車・歩行者の通行空間の確保と街路
樹の適正化が課題である。

施策 施策概要 実施主体

既存駐輪場の再整備 利用しやすい駐輪場として再整備し、自転車利用者の自律を促す。 市

1



基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－①①①①　　　　自転車自転車自転車自転車のののの安全安全安全安全・・・・快適快適快適快適なななな利用利用利用利用のののの促進促進促進促進

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

3 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29年度施策の方向性

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29予算(千円)

伊丹警察署、伊丹交通安全協会と協力して、一般市民
及び小・中・高等学校の児童・生徒を対象に、市主催
の自転車交通安全教室を実施
(参加人数：5,650人)

570 614

伊丹警察署、伊丹交通安全協会と協力して、一般市民
及び小・中・高等学校の児童・生徒を対象に、市主催
の自転車交通安全教室を実施
(参加人数：8,678人)

724 ③実施継続

伊丹市、伊丹警察署、伊丹交通安全協会と連携して、
市民及び小・中学校の児童・生徒を対象に自転車交通
安全教室を実施
(参加人数：11,783人) × ×

伊丹市、伊丹警察署、伊丹交通安全協会と連携して、
市民及び小・中学校の児童・生徒を対象に自転車交通
安全教室を実施を実施(参加人数：9,930人)

× ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

再掲56
P27
参照

b ○

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

4 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

新たな取り組みなし
ー ー

新たな取り組みなし ー ①検討

施策 施策概要 実施主体

自転車運転交通ルールの周知や通行マ
ナー向上に向けた情報提供

自転車交通安全教室を継続して実施する。
警察署

交通安全協会
市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

伊丹警察署、伊丹交通安全協会と協力して、一般
市民及び小・中学校の児童・生徒を対象に、市主
催の自転車交通安全教室を実施
(参加人数：3,843人)

伊丹警察署、伊丹交通安全協会と協力して、一般市民
及び小・中・高等学校の児童・生徒を対象に、自転車
交通安全教室を実施する。また、積極的に事業所(企業
等)での自転車交通安全教室を実施する。

一般市民参加者の獲得

警
察
署

交
通
安
全
協
会

警
察
署

交
通
安
全
協
会

伊丹市、伊丹警察署、伊丹交通安全協会と連携し
て、市民及び小・中学校の児童・生徒を対象に自
転車交通安全教室を実施
(参加人数：13,176人)

・引続き、伊丹市、伊丹警察署、伊丹交通安全協会と
連携して、市民及び小・中学校の児童・生徒を対象に
自転車交通安全教室を実施する。
・市民が利用する施設の駐輪場や高齢者の利用が多い
施設における、待ち受け型の交通安全教室や啓発活動
を推進する。

・伊丹市内の自転車関係人身交通事故は、減少傾向に
あるものの県下平均より高い割合で推移している。自
転車関係事故で第一当事者になっているのは、15歳以
下の児童、生徒より、高校生から60歳までの成人層が
多く、大人のルール無視が多い。

施策 施策概要 実施主体

既存施設を活用した駐輪場整備や機械
式路上駐輪場(路上駐輪ラック)の設置
(基本戦略３－③参照)【再掲】

阪急伊丹駅周辺駐輪対策として、ペデストリアンデッキ※等既存施設を活用した駐輪場整備を検討する。
阪急伊丹駅及びJR伊丹駅周辺において機械式路上駐輪場を設置し、買物客など短時間駐輪する場合の利便性向上
を図る。
また、県道に対しても県と連携して、機械式路上駐輪場の設置をめざす。

県
市

施策 施策概要 実施主体

レンタサイクルの推進
日常生活における自動車から自転車・公共交通への転換を図るとともに、観光客にとっても利便性の高い交通手
段であるレンタサイクルを推進する。

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

ＪＲ伊丹駅において、駅りん君(ＪＲ西日本実施)
サービスの提供

レンタサイクルの実施拡大に向けて、調査・研究す
る。

ー

2



基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－①①①①　　　　自転車自転車自転車自転車のののの安全安全安全安全・・・・快適快適快適快適なななな利用利用利用利用のののの促進促進促進促進

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

5 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

伊丹市自転車安全利用啓発指導員要綱を作成し、要綱
に基づき指導員を募集。2名の応募があり、講習会を
開催後、委嘱。 68 22

新たに4名の指導員を委嘱。計6名の指導員が、各活動
地域での啓発活動や中心市街地での街頭啓発活動を実
施。また、年度末提出の活動報告書から、来年度に向
けての課題等を分析した。

1 ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

6 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

・春と秋の全国交通安全運動の他、伊丹市、伊丹交通
安全協会と連携して年間4回の自転車街頭指導及び自
転車安全利用啓発活動を実施した。
・悪質、危険性の高い違反については検挙した。

× ×

・春と秋の全国交通安全運動の他、伊丹市、伊丹交通
安全協会と連携して年間3回の自転車街頭指導及び自
転車安全利用啓発活動を実施した。
・悪質、危険性の高い違反については検挙した。

× ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

7 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

広報紙、HP、自治会回覧、自転車交通安全教室で加入
を推奨

× ×

HP、自転車交通安全教室で加入を推奨
× ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

再掲55
P27
参照

ａ ○

施策 施策概要 実施主体

自転車安全利用啓発指導員※の委嘱に
よる指導、啓発の実施

各地域でボランティアの指導員を委嘱し、自転車の安全利用に関する指導、啓発を実施する。 市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

実施なし 指導員による啓発活動を実施。また、交通安全啓発イ
ベント等への指導員の参加を促す。
指導員の増員に向けては、再度、各種団体に周知を図
るとともに、他市の事例研究を行う。

指導員の獲得とスキルアップ

施策 施策概要 実施主体

警察による指導強化 自転車利用者に対する指導強化を、警察と連携して取り組んで行く。 警察署

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

警
察
署

警察署

春と秋の全国交通安全運動の他、伊丹市、伊丹交
通安全協会と連携して年間7回の自転車街頭指導
及び自転車安全利用啓発活動を実施した。

今後も自転車の街頭指導及び安全利用啓発活動につい
て、伊丹市、伊丹交通安全協会と連携を図り、継続し
て実施する予定。
・本年度においては、ＪＲ伊丹駅東側の連絡橋におい
て、自転車の安全利用啓発キャンペーンを実施した。
(6/2)
・悪質、危険の高い違反や交通事故で過失率の高い場
合は検挙していく。

・自転車が第一当事者になった交通事故を年齢別で検
証すると、15歳以下の児童、生徒よりも高校生から60
歳までの年代が多く、高校生以上や社会人世代の違法
意識を高める必要がある。

施策 施策概要 実施主体

実施主体

損害賠償保険の加入推奨 自治会等を通じて損害賠償保険の加入を推奨する。 市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

地下(地上)ハイテク駐輪場の整備(基本
戦略３－③参照)【再掲】

JR伊丹駅周辺において、地下ハイテク駐輪場を整備するとともに、他にも整備可能な場所がないか検討する。 市

市 市

実施なし HP、自転車交通安全教室で加入を推奨する。

保険業法等の関係から、商品の詳細な説明や特定の商
品の紹介ができない。

施策 施策概要

3



基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

8 ａ ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

　伊丹・桜台・天神川小学校区を中心に、安全・安心
見守りカメラとビーコン受信器を200台設置した。こ
れらの安全・安心見守りネットワークの整備に合わ
せ、当該3小学校区において、認知症高齢者や子ども
の位置情報を保護者に通知する「まちなかミマモル
メ」の運用を開始した。

299,738 33,932

　14小学校区を中心に安全・安心見守りカメラとビー
コン受信器を800台設置し、市内全域で1,000台の安
全・安心見守りネットワークの整備を完了した。
　また、12月より市内全域で、「まちなかミマモル
メ」の運用を開始した。

120,308 ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

9 ｂ   　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29年度施策の方向性

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29予算(千円)

実施なし ー ー

設置箇所の検討を行った。

ー ①検討

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

10 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

(都)猪名川左岸線、市道昆陽5429号線、市道昆陽池千
僧線の整備を推進した。 183,840 114,283

市道昆陽5429号線の整備を実施した。
(都)猪名川左岸線、市道昆陽池千僧線の整備を推進し
た。

289,880 ③実施継続

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－②②②②　　　　安全安全安全安全・・・・快適快適快適快適でででで歩歩歩歩いていていていて元気元気元気元気になるみちづくりになるみちづくりになるみちづくりになるみちづくり

施策 施策概要 実施主体

安全・安心見守りカメラ、ビーコン※
の設置

市内の道路上に1,000台のいわゆる防犯カメラとビーコン受信機を設置する。カメラ設置を明示することで、犯
罪等の抑止を図るとともに、発信機所持者の位置情報を保護者へ送るインフラ※整備を行う。将来はビーコンを
活用し、スタンプラリーなどにも活用を図る。

市

事業者 計画策定時(平成26年度)の状況
平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

　市内全17小学校区で開催された地域懇談会で、
安全・安心見守りカメラの設置の可否について意
見聴取した。当会において、カメラを活用して徘
徊する認知症高齢者の捜索要望が挙げられた。そ
の結果、道路を中心に1,000台の安全・安心見守
りカメラとビーコン受信器の設置を決定した。

　安全・安心見守りネットワークの運用を継続して実
施する。
　また、「まちなかミマモルメ」の加入促進策とし
て、認知症高齢者や障がい者(児)、小学1年生を対象
に、利用料金を無償とするとともに、アプリをバー
ションアップし、自動販売機を活用して、検知箇所を
50カ所程度増設する。

「まちなかミマモルメ」の加入率の増加

実施

主体

施策 施策概要 実施主体

歩いて元気になるみちづくりの推進(ス
トリートファニチャー※等の整備)

歩行者の休憩のためのベンチやウォーキングコースの案内看板の設置、目標となる施設の距離の表示、遊歩道の
活用推進、ウォーキングポイント制度の継続など、歩いて楽しく元気になるみちづくりをめざす。

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

実施なし 設置箇所の検討を行う。

道路上へのストリートファニチャーの設置は、規制等
とニーズを考慮する必要があり、設置箇所が限定され
る。

施策 施策概要 実施主体

歩行者通行空間の整備(歩道整備、カ
ラー舗装等)

猪名川左岸線等で整備予定。
伊丹市自転車ネットワーク計画に基づき、安全・安心な自転車通行空間の確保及び歩道のセミフラット化※、
ガードレールの整備を併せて実施する。

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

(都)猪名川左岸線、市道昆陽5429号線、市道昆陽
池鋳物師線の整備を推進した。

(都)猪名川左岸線、市道昆陽池千僧線の整備を完了さ
せる。

－

4



基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－②②②②　　　　安全安全安全安全・・・・快適快適快適快適でででで歩歩歩歩いていていていて元気元気元気元気になるみちづくりになるみちづくりになるみちづくりになるみちづくり

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

11 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

伊丹市通学路安全対策推進会議設置要綱に基づき、学
校や地元から要望書等をもとに伊丹市通学路安全対策
推進会議を年間9回開催した。横断歩道の新設や、路
面標示による注意喚起等を行い、通学路の安全対策を
行った。

× ×

伊丹市通学路安全対策推進会議設置要綱に基づき、学
校や地元から要望書等をもとに伊丹市通学路安全対策
推進会議を年間11回開催した。歩道の拡幅やポスト
コーンの新設等を行い、通学路の安全対策を行った。

× ③実施継続

年間9回、伊丹市教育委員会、道路管理者、伊丹警察
署による伊丹市通学路安全対策推進会議を開催し、通
学路の改善を図った。
・横断歩道新設　4
・ゾーン30　2
・歩行者用道路見直し　23
・指定方向外進行禁止　1

× ×

年間11回、伊丹市教育委員会、道路管理者、伊丹警察
署による伊丹市通学路安全対策推進会議を開催し、通
学路の改善を図った。
・横断歩道新設　3
・信号設置見直し　1
・歩行者用道路見直し　1
・一時停止新設　2
・駐車禁止　7

× ③実施継続

市 市

通学路の交通安全確保を着実かつ効果的に実施す
るため、伊丹市通学路安全対策推進会議設置要綱
を策定し、会議を年間9回開催した。

伊丹市通学路安全対策推進会議設置要綱に基づき、学
校や地元から要望書等をもとに伊丹市通学路安全対策
推進会議を開催する。グリーンベルトの設置や路側帯
の新設等により、通学路の安全対策を推進する。

ー

施策概要施策

警
察
署

警察署

年間9回、伊丹市教育委員会、道路管理者、伊丹
警察署による伊丹市通学路安全対策推進会議を開
催し、通学路の改善を図った。
・横断歩道新設　3
・一時停止新設　1
・歩行者用灯器新設　1
・歩車分離式信号への変更　1
・30Km/h規制　1

毎月、伊丹市教育委員会、道路管理者、伊丹警察署に
よる伊丹市通学路安全対策推進会議を開催し、通学路
の改善を図っている。
・歩行者用規制見直し　1
・横断歩道新設　2
・横断歩道見直し　1
・一時停止新設　1

今後も推進会議、現地検討会議を踏まえて、安全対策
を推進していく。

・物理的に速度を抑制させる方策が効果的であるが、
騒音等の問題が生じるため、事前に地区住民の理解と
協力を得る必要性がある。

実施主体

通学路の安全対策

伊丹市通学路安全推進会議において、地元要望書により現地検証した結果、対策が必要とされた箇所について、
通学路安全対策推進会議を組織し、ガードレールの整備等継続的に対策を実施する。
広畑・中野・北河原・寺本・北野・御願塚地区でのゾーン３０※の導入に合わせて、ハンプ・クランク※等物理
的対策を推進する。

警察署
市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

5



基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－②②②②　　　　安全安全安全安全・・・・快適快適快適快適でででで歩歩歩歩いていていていて元気元気元気元気になるみちづくりになるみちづくりになるみちづくりになるみちづくり

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

12 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

◆介護保険制度に基づき福祉用具の貸与及び特定福祉
用具購入費の支給を実施(要した費用の9割もしくは8
割相当額を支給、支給限度額あり)
【平成27年度実績】
・福祉用具貸与　30,445件・特定福祉用具購入 790件
◆身体の機能低下を補完するため、使用する補装具の
購入・修理費用の一部を支給する補装具給付制度の周
知を図るため、引き続き「福祉の手引き」及びホーム
ページにより補装具制度の周知に取り組んだ。
【平成27年度実績】
・補装具給付　　310件
◆社会福祉協議会では、引き続き、障害者福祉セン
ターにて車いすの貸し出しを実施
【平成27年度実績】277台

428,750 422,564

◆介護保険制度に基づき福祉用具の貸与及び特定福祉
用具購入費の支給を実施(要した費用の9割もしくは8
割相当額を支給、支給限度額あり)
【平成28年度実績】
・福祉用具貸与　32,221件・特定福祉用具購入 682件
◆身体の機能低下を補完するため、使用する補装具の
購入・修理費用の一部を支給する補装具給付制度の周
知を図るため、引き続き「福祉の手引き」及びホーム
ページにより補装具制度の周知を実施
【平成28年度実績】
・補装具給付　　290件
◆社会福祉協議会では、引き続き、障害者福祉セン
ターにて車いすの貸し出しを実施
【平成28年度実績】316台

397,131 ③実施継続

市 市

◆介護保険制度に基づき福祉用具の貸与及び特定
福祉用具購入費の支給を実施(要した費用の9割も
しくは8割相当額を支給、支給限度額あり)
【平成26年度実績】
・福祉用具貸与　27,903件
・特定福祉用具購入 824件
◆身体の機能低下を補完するため、使用する補装
具の購入・修理費用の一部を支給する補装具給付
制度の周知を図るため、障害福祉制度について紹
介する冊子「福祉の手引き」及びホームページに
記載し、制度の周知を実施
【平成26年度実績】
・補装具給付　　280件
◆社会福祉協議会では、障害者福祉センターにて
車いすの貸し出しを実施。
【平成26年度実績】250台

◆介護保険制度に基づき福祉用具の貸与及び特定福祉
用具購入費の支給を実施(要した費用の9割もしくは8割
相当額を支給、支給限度額あり)
【平成29年度計画値】
・福祉用具貸与  34,272件・特定福祉用具購入 756件
◆身体の機能低下を補完するため、使用する補装具の
購入・修理費用の一部を支給する補装具給付制度の周
知を図るため、引き続き「福祉の手引き」及びホーム
ページにより補装具制度の周知を実施
【平成29年度計画値】
補装具給付　　313件
◆引き続き、社会福祉協議会の事業として、歩行・移
動が困難な市民を対象に車いすの貸し出しを実施

ー

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

施策 施策概要 実施主体

介護保険制度の福祉機器レンタル、障
害者制度の補装具給付制度の周知

歩行・移動が困難な高齢者や障がい者を対象に、車いすや電動車いすのレンタルや給付ができる制度の周知に努
め、社会参加を促す。

6



基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－②②②②　　　　安全安全安全安全・・・・快適快適快適快適でででで歩歩歩歩いていていていて元気元気元気元気になるみちづくりになるみちづくりになるみちづくりになるみちづくり

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

13  　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

収納式ベンチ２基、標準ベンチ１基を設置した。
道路改良工事に伴い、上屋２基を設置した。 3,414 1,496

収納式ベンチ１基を設置した。
道路改良工事等に伴い、上屋２基を設置した。

2,585 ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

再掲46
P24
参照

ａ  　

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

再掲47
P24
参照

ｂ 　

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

14 　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

・街路樹の高木及び低木の剪定、除草を実施
・緑ヶ丘中央線にて低木の補植を実施 54,098 61,055

街路樹の高木及び低木の剪定、除草を実施

53,878 ③実施継続

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

街路樹の高木及び低木の剪定、除草を実施 街路樹の高木及び低木の剪定、除草を実施
北本町伊丹線他、緑ヶ丘3120号線にて高木及び低木の
補植を実施

安全安心な交通を確保するため、剪定や除草を定期的
に実施しているが、街路樹を植えてから、樹木の生長
に伴い大径木化し、歩道の根上がり等など新たな問題
も発生している。

施策 施策概要 実施主体

街路樹の適正な管理 伐採・植栽も含め、街路樹の適正な管理を継続的に実施していく。 市

施策 施策概要 実施主体

無電柱化による快適な歩行空間の整備
(基本戦略３－①参照)【再掲】

道路の電柱をなくし電線等を地下等にまとめて収容することで、安全で快適な歩行空間を確保する。
都市計画道路※整備事業と併せて検討する。
中心市街地の４極２軸路線は、伊丹酒蔵通りをはじめ景観重点地区に指定されており、地域及び電線管理者の合
意形成を図りながら実施に向けて協議する。

市

施策 施策概要 実施主体

中央伊丹線のフルモール※化の検討(基
本戦略３－①参照)【再掲】

(都)中央伊丹線について、地域の合意形成を図りながら実施について検討する。 市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 交通局

収納式ベンチを年１～２カ所設置し環境改善を
図っている。
上屋についても新設及び建替え、修繕を行ってい
る。

収納式ベンチ１基を設置予定。
上屋１基を設置予定。

上屋、ベンチ等バス停用構築物については、適宜新
設、建替え、修繕を行うこととしているが、特に新
設、建替えについては、道路幅員等一定条件を満たす
ことが必要であることから、通行環境を阻害しない範
囲での設置について協議が必要である。

施策 施策概要 実施主体

バス停の改良(上屋およびベンチの設
置)

バス停の上屋やベンチ、従来型ベンチでは道路占有許可基準※を満たさないバス停での省スペースの収納式ベン
チの設置を進め、バス待ち環境の改善を図るとともに、歩行者の休憩場所として活用する。

市

7



基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

15 ａ ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

都市計画道路網の見直し案について、住民説明会、パ
ブリックコメントを行い、広報やホームページで公表
し、都市計画審議会へ報告した。

ー ー

都市計画法に基づく諸手続きを経て、平成28年7月22
日に鴻池野里線、口酒井岩屋線の２路線を廃止した。 ー ⑧完了

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

16 ｂ ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

都市計画道路整備プログラム案について、パブリック
コメントを行ない、広報やホームページで公表し、平
成28年2月に都市計画道路整備プログラムを策定し
た。
継続事業である(都)猪名川左岸線の整備を推進した。

60,579 53,183

継続事業である(都)猪名川左岸線の整備を推進した。 74,986 ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

17 ｃ ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

・社会資本整備審議会道路分科会近畿地方小委員会に
おいて対応方針(案)の検討
・地域の意見聴取(第２回)により、課題に対する対策
の有効性及び対策案を検討する際に重視すべき事項を
把握

× ×

・社会資本整備審議会道路分科会近畿地方小委員会に
おいて対応方針(案)の決定
　(概略ルート・構造)

× ①検討

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－③③③③　　　　目的目的目的目的やややや役割役割役割役割にににに応応応応じたじたじたじた効率的効率的効率的効率的なななな道路整備道路整備道路整備道路整備

施策 施策概要 実施主体

都市計画道路※網の見直し
長期未着手の都市計画道路において、県が定めたガイドラインに基づき、近年の社会情勢の変化や、自転車や歩
行者の通行状況も含めた沿道環境を考慮して、今ある道路の機能を有効に活用しつつ、都市計画道路網の見直し
を実施する。

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

都市計画道路網の見直しについて、委託業務を発
注した。

実施予定なし

ー

施策 施策概要 実施主体

都市計画道路整備プログラムによる効
率的で効果的な道路整備の推進

都市計画道路網の見直しと並行し、現行の都市計画道路整備プログラムを改定し、計画に基づき整備する。 市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

都市計画道路整備プログラムの改定について、委
託業務を発注した。

継続事業である(都)猪名川左岸線の整備を完了させ
る。

ー

施策 施策概要 実施主体

名神湾岸連絡線等の整備推進に向けた
働きかけ

広域的なネットワーク形成に向けた働きかけを行う。 国

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

国 国

地域の意見聴取(第１回)により、地域及び道路交
通の状況と課題を把握

詳細ルート・構造の検討

ー

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

8



基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－③③③③　　　　目的目的目的目的やややや役割役割役割役割にににに応応応応じたじたじたじた効率的効率的効率的効率的なななな道路整備道路整備道路整備道路整備

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

18 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

橋梁の補修工事を実施　橋梁数：6橋
橋梁の補修設計を委託　橋梁数：26橋 68,129 135,000

橋梁の補修工事を実施　橋梁数：33橋
橋梁の補修設計を委託　橋梁数：27橋

118,451 ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

19 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

中央6046号線、荒牧1007号線の整備を実施した。
9,051 53,307

市道昆陽5429号線、市道南鈴原6198号線の整備を実施
した。
市道山田野間北線の整備を推進した。 101,900 ③実施継続

実施

主体
事業者

施策

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

橋梁の補修工事を実施　橋梁数：4橋
橋梁の補修設計を委託　橋梁数：26橋

橋梁の補修工事を実施　橋梁数：25橋
橋梁の補修設計を委託　橋梁数：38橋
(内5施設耐震設計を含む)

ー

施策

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

実施主体

橋梁の予防保全による安全性の確保と
効率的な維持管理

橋梁の予防保全を実施する。
耐震診断を実施し、補修と併せた耐震補強を検討する。

市

計画策定時(平成26年度)の状況
平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

施策概要

施策概要 実施主体

幹線道路の整備、ボトルネック※箇所
の解消

生活道路における安全安心な通行空間を確保するため、ボトルネック箇所等の道路整備を実施する。
橋梁・トンネル・舗装等の道路施設点検を実施する。

市

市 市

市道池尻寺本線、鴻池1131号線の整備を実施し
た。

市道山田野間北線、市道松ヶ丘3253号線、市道緑ヶ丘
中央線、東有岡里道の整備を実施する。

・都市計画道路のように法的拘束力がないため、民間
開発等の事前協議や現地で更地の状況を確認し、地権
者への合意形成を求めている。
・予算化の手続きに時間を要する場合は、地権者との
交渉がタイミングにより難航する場合がある。
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基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－③③③③　　　　目的目的目的目的やややや役割役割役割役割にににに応応応応じたじたじたじた効率的効率的効率的効率的なななな道路整備道路整備道路整備道路整備

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

【北村交差点】
猪名川左岸線整備(市施工)により渋滞交差点を解消
(実施内容)
・桑津工区
　道路拡幅工事(延長 L=207ｍ)

【南町４丁目交差点】
(一)西宮豊中線〈(都)園田西武庫線〉の整備により渋
滞交差点を解消
(実施内容)
・御園工区
　JR仮踏切工事
・藻川工区
　橋梁下部工事

× ×

【北村交差点】
猪名川左岸線整備(市施工)により渋滞交差点を解消
(実施内容)
・桑津工区
　物件補償、道路拡幅工事(延長 L=218ｍ)

【南町４丁目交差点】
(一)西宮豊中線〈(都)園田西武庫線〉の整備により渋
滞交差点を解消
(実施内容)
・御園工区
　JR仮踏切工事
・藻川工区
　橋梁下部工事

× ③実施継続

実施なし ― ー

市道昆陽池鋳物師線の整備を実施した。
19,136 ③実施継続

事業者 計画策定時(平成26年度)の状況
平成29年度実施予定内容

市 市

施策

県 県

実施

主体

施策概要 実施主体

市道池尻寺本線の整備を実施した。 実施予定なし

北村交差点、南町４交差点の整備を実施する。 県

【北村交差点】
猪名川左岸線整備により渋滞交差点を解消
(実施内容)
・桑津工区
　道路拡幅工事(延長 L=280ｍ)

【南町４丁目交差点】
(一)西宮豊中線〈(都)園田西武庫線〉の整備により渋
滞交差点を解消
(実施内容)
・御園工区
　JRアンダー工事
・藻川工区
　橋梁下部工事

ー

【北村交差点】
猪名川左岸線整備(市施工)により渋滞交差点を解
消
(実施内容)
・桑津工区(平成23年度～)
　H26年度：用地購入、物件補償

【南町４丁目交差点】
(一)西宮豊中線〈(都)園田西武庫線〉の整備によ
り渋滞交差点を解消
(実施内容)
・御園工区(平成8年度～)
　H26年度：調査
・藻川工区(平成22年度～)
　H26年度：橋梁下部工事

－

課題・伊丹市以外の取組み状況

20 　 渋滞交差点の解消
道路の利用状況や渋滞状況を把握しながら、渋滞交差点解消に向けた整備を実施する。 市
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基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

21 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

公用車における低公害車の導入を促した。 ー ー

公用車における低公害車の導入を促した。 ー ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

22 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

街路灯のLED化を実施
　LED化灯数：9,660灯
市内街路灯のLED化100％を達成

295,766 ×

新たな取り組みなし。引き続きLED街路灯の維持管理
を行った。 × ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

23 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

アイドリングストップ・エコドライブの励行、環境に
適合した低燃費かつ低排出ガス認定車7両を新規導
入、寿命が長く消費電力の少ないLEDヘッドランプを2
台に試験導入、エコキャップ運動、グリーンカーテ
ン、猪名川清掃などに取り組んだ。

× ×

アイドリングストップ・エコドライブの励行、環境に
適合した認定車で寿命が長く消費電力の少ないHID
ヘッドランプを装備した7両を新規導入、寿命が長く
消費電力の少ないLEDヘッドランプを10台に導入。エ
コキャップ運動、グリーンカーテン、猪名川清掃など
に取り組んだ。

× ③実施継続

継続して実施した。
ー ー

継続して実施した。
ー ③実施継続

実施なし － －

実施なし － ①検討

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－④④④④　　　　環境環境環境環境にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした交通交通交通交通まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり

施策 施策概要 実施主体

低公害車、低燃費車の利用促進の啓発
低公害車の普及・啓発を推進し、自動車排出ガスによる大気汚染を防止して、市民の健康の保護と生活環境の保
全を図る。

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市
公用車における低公害車の導入を促した。 公用車における低公害車の導入を促す。

ー

施策 施策概要 実施主体

道路施設の省エネ化 自然エネルギーを利用した道路施設の導入や照明のLED化を推進する。 市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

街路灯のLED化を実施
　LED化灯数：1,325灯

新たな取り組みなし。引き続きLED街路灯の維持管理を
行う。

ー

アイドリングストップ・エコドライブの励行、環境に
適合した認定車で寿命が長く消費電力の少ないHIDヘッ
ドランプを装備した4両を新規導入、寿命が長く消費電
力の少ないLEDヘッドランプを20台に導入。エコキャッ
プ運動、グリーンカーテン、猪名川清掃などに取り組
む予定。

エコドライブの実施において、平成26年度の燃費を基
準年度とし、基準年度比1％の向上を目指しているが、
現時点において達成できていない。

施策 施策概要 実施主体

運輸事業者のグリーン経営※の推進 グリーン経営の周知と推進を図る。
公共交通事業者

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 交通局

「グリーン経営推進マニュアル」に基づき、エコ
ドライブの実施といった7つの項目ごとに取組基
準を示し、この取組みにより環境保全にとどまら
ず、『燃費の向上』、『交通事故・車両事故の削
減』、『職場のモラルや士気の向上』に加え、
『社会的評価の向上』につなげていくことを目指
している。

阪急バス

伊丹営業所:平成20年6月20日に認証取得。
平成20年より、営業所毎の燃費改善率を競う「エ
コドライブコンテスト」を6・11月に実施してい
る。

現在の取組みを継続する。

伊丹営業所の他、5営業所で認証取得し、その後も認証
継続している。

公
共
交
通
事
業
者 阪神バス

実施なし

－

今後の実施について引き続き検討する。

11



基本目標１．快適な移動を支える都市の道路空間の整備

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略１１１１－－－－④④④④　　　　環境環境環境環境にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした交通交通交通交通まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

24 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

阪神地域7市（神戸市・尼崎市・西宮市・芦屋市・伊
丹市・宝塚市・川西市）で構成する「阪神地域ノーマ
イカーデー推進連絡会」において、ノーマイカーデー
やアイドリングストップ運動等の環境に配慮した自動
車運転の普及を広域的に推進した。

× ×

阪神地域7市（神戸市・尼崎市・西宮市・芦屋市・伊
丹市・宝塚市・川西市）で構成する「阪神地域ノーマ
イカーデー推進連絡会」において、ノーマイカーデー
やアイドリングストップ運動等の環境に配慮した自動
車運転の普及を広域的に推進した。

× ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

25

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

(都)猪名川左岸線、市道昆陽5429号線、市道昆陽池千
僧線の整備を推進した。 183,840 114,283

市道昆陽5429号線の整備を実施した。
(都)猪名川左岸線、市道昆陽池千僧線の整備を推進し
た。

289,880 ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

道路の利用状況や渋滞状況を把握しながら、渋滞交差点解消に向けた整備を実施する。 市

再掲20
P10
参照

　 渋滞交差点の解消【再掲】

平成29年度実施予定内容

施策 施策概要 実施主体

エコドライブ、アイドリングストップ
等環境に配慮したクルマの使い方の普
及啓発

公共交通の利用、エコドライブなど環境に配慮した交通のあり方について普及啓発を行います。 市

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

阪神地域7市（神戸市・尼崎市・西宮市・芦屋
市・伊丹市・宝塚市・川西市）で構成する「阪神
地域ノーマイカーデー推進連絡会」において、
ノーマイカーデーやアイドリングストップ運動等
の環境に配慮した自動車運転の普及を広域的に推
進した。

阪神地域7市（神戸市・尼崎市・西宮市・芦屋市・伊丹
市・宝塚市・川西市）で構成する「阪神地域ノーマイ
カーデー推進連絡会」において、ノーマイカーデーや
アイドリングストップ運動等の環境に配慮した自動車
運転の普及を広域的に推進する。

継続して啓発を行っているが、効果を把握することが
難しい。

市

(都)猪名川左岸線、市道昆陽5429号線、市道昆陽
池鋳物師線の整備を推進した。

(都)猪名川左岸線、市道昆陽池千僧線の整備を完了さ
せる。

ー

平成29年度実施予定内容

施策 施策概要 実施主体

環境負荷の少ない道路工事や環境に配
慮した舗装(低騒音・排水・透水性・遮
熱性等)の推進

道路工事に際して、環境負荷の少ない工法等の導入を検討し、都市計画道路整備事業では、引続きヒートアイラ
ンド対策など環境に配慮した舗装を実施する。

施策 施策概要 実施主体

北村交差点、南町４交差点の整備を実施する。 県

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

課題・伊丹市以外の取組み状況

市

12



基本目標２．交流を支える公共交通の充実

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

再掲2
P1
参照

○

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

26 　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

阪急伊丹駅前市営バス総合案内板の今後のあり方につ
いて、観光案内・インバウンドを視野に関係部局と協
議を行った。

ー 20,500

阪急伊丹駅前市営バス総合案内板の今後のあり方につ
いて、観光案内・インバウンドを視野に関係部局と協
議を行った。

ー ④拡大

阪急伊丹駅前市営バス総合案内板の今後のあり方につ
いて、観光案内・インバウンドを視野に関係部局と協
議を行った。

─ ×

阪急伊丹駅前市営バス総合案内板の今後のあり方につ
いて、観光案内・インバウンドを視野に関係部局と協
議を行った。 × ③実施継続

国内外の全てのお客様が便利・快適に当社をご利用い
ただけるよう、随時、駅や車両の改良に取り組んでい
る。

× ×

国内外の全てのお客様が便利・快適に当社をご利用い
ただけるよう、随時、駅や車両の改良に取り組んでい
る。

× ③実施継続

すべてのお客様が利用しやすい情報提供に努めてい
る。 × ×

すべてのお客様が利用しやすい情報提供に努めてい
る。

× ③実施継続

実施なし ー ー

実施なし

ー ①検討

公
共
交
通
事
業
者

阪急バス

すべてのお客様が利用しやすい情報提供に努めて
いる。

西日本
旅客鉄道

実施なし 調査研究を行う。

乗換案内を充実するためには、各エリアで総合的に展開
する必要があり、案内内容や費用負担について関係者調
整に時間を要する。

ー

デジタルサイネージと今後予定されているバスロケー
ションシステム導入に向けて、必要な機能やお客様への
コンテンツの提供の方法について、協議が必要。

平成29年度実施予定内容

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略２２２２－－－－①①①①　　　　鉄道利便性鉄道利便性鉄道利便性鉄道利便性のののの向上向上向上向上

施策概要

利用しやすい駐輪場として再整備し、自転車利用者の自律を促す。

施策

既存駐輪場の再整備【再掲】

実施主体

市

施策 施策概要 実施主体

乗換案内等の充実(デジタルサイネージ
の設置等)

外国人観光客向けのサイン表示や、高齢者、障がい者にも利用しやすいデジタルサイネージ等を利用した乗り換え
情報の充実を図る。

公共交通事業者
市

市

交通局

阪急伊丹駅前市営バス総合案内板の経年劣化、シ
ステムの老朽化により故障が目立っている。
阪急伊丹駅前案内所職員による、行き先、乗り場
案内を行っている。
また、ＪＲ伊丹駅においては、観光物産ギャラ
リーにおいて、バスについての案内等の対応をし
ていただいている。

阪急伊丹駅前市営バス総合案内板を市バス案内だけでは
なく、駅前案内、観光案内、施設案内、市バス案内等、
インバウンドを主眼に置いた新たな掲示板(デジタルサ
イネージ)としてリニューアルするため、コンテンツ提
供の方法について協議が必要。

実施

主体
計画策定時(平成26年度)の状況

バスロケーションシステム地上案内モニター設置
2015年度末：高槻市駅　高槻市バス
2015年度末：茨木市駅　京阪バス
2016年度末：高槻市駅　京阪バス

全社で取り組んでいる。

国内外の全てのお客様が便利・快適に当社をご利
用いただけるよう、随時、駅や車両の改良に取り
組んでいる。

国内外の全てのお客様が便利・快適に当社をご利用いた
だけるよう、随時、駅や車両の改良に取り組んでいく。

阪急電鉄

課題・伊丹市以外の取組み状況

すべてのお客様が利用しやすい情報提供に努めていく。

事業者

市

ＪＲ伊丹駅構内に市営バス時刻表を表示するデジ
タルサイネージを1機設置済み

阪急伊丹駅前の市営バス総合案内板をユニバーサルデザ
インに対応した総合的な情報を取扱うデジタルサイネー
ジへリニューアルする。
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基本目標２．交流を支える公共交通の充実

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略２２２２－－－－①①①①　　　　鉄道利便性鉄道利便性鉄道利便性鉄道利便性のののの向上向上向上向上

整理番号26続き

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

実施なし
－ －

実施なし

－ ①検討

空港館内全体において、多言語化やユニバーサルデザ
インを活用したサイン表示を実施。到着ロビーにおい
ては、デジタルサイネージを利用した地上交通機関へ
の乗り換え情報の充実を図った。 × ×

空港館内全体において、多言語化やユニバーサルデザ
インを活用したサイン標記を実施。到着ロビーにおい
ては、デジタルサイネージを利用した地上交通機関へ
の乗り換え情報の充実を図った。

× ④拡大

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

27 　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

ハード、ソフト面で対策を行っている。
× ×

ハード、ソフト面で対策を行っている。
× ③実施継続

新たな取組みなし
－ ×

新たな取組みなし

－ ④拡大

実施

主体
事業者

西日本
旅客鉄道

ハード、ソフト面で対策を行っている。

実施

主体

空港館内全体において、多言語化やユニバーサル
デザインを活用したサイン表示を実施。到着ロ
ビーにおいては、デジタルサイネージを利用した
地上交通機関への乗り換え情報の充実を図った。

阪急電鉄

市内3駅(稲野駅・新伊丹駅・伊丹駅)とも、内方線
付き点状ブロックについて整備済み

伊丹駅(頭端駅)線路終端部側の列車の止まらない箇所へ
の固定柵設置

「駅・ホーム縁端部視認性向上のためのＷＧ(仮称)」の
動向を踏まえ、ＣＰラインの各駅への設置について検討
中

ホームでの安全性の確保 鉄道事業者と連携して、市内各駅での安全性の確保をめざす。 鉄道事業者

事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

尼崎市内の駅前ターミナル等において、デジタルサイ
ネージ式の発車時刻案内装置を設置し、バスロケーショ
ンシステムと連動させてバス走行位置を情報表示した
り、日英２カ国語表示にも対応させるなどしている。

課題・伊丹市以外の取組み状況

・ホーム非常ボタンの設置
・ホームベンチの向きの変更…など実施している。

改修工事の影響により乗り換え動線が変更となった箇所
については、ピクトグラムを活用した仮設サインを設
置。
平成30年度の改修工事先行オープン時に向けて、到着ロ
ビーに設置するデジタルサイネージを含めた空港全体の
サイン計画の検討を図る。

他の交通機関とのサイン表示の統一が課題である。

実施主体

計画策定時(平成26年度)の状況
平成29年度実施予定内容

阪神バス

公
共
交
通
事
業
者

実施なし デジタルサイネージ等を設置するのに適した地域がある
か、引き続き検討する。

公
共
交
通
事
業
者

関西
エア
ポート

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

ハード、ソフト面で対策を行っていく。

施策 施策概要
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基本目標２．交流を支える公共交通の充実

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

29 ａ  　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

実施なし
ー ー

市民の移動に合わせた都市間交通として、新たなバス
路線の検討を行った。 ー ①検討

平成26年度に全路線での乗降客数調査・市バスアン
ケートを実施、その調査結果をもとに9月に効率性の
高い運行を目指し全面ダイヤ改正を実施した。但し、
新設路線はなし。

× ×

・現行ダイヤの一部改正時に、市西部から塚口駅を結
ぶ新規路線の運行を試行的に開始。 × ③実施継続

実施なし ー ー

実施なし

ー ①検討

実施なし
－ ×

実施なし
－ ①検討

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

30 ｂ ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

実施なし
ー ー

市営バスへのバスロケーションシステムの導入に向け
た検討を実施した。 ー ①検討

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

31 ｃ  　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

新たな取り組みなし ー ー
新たな取り組みなし

ー ①検討

実施なし 調査研究を行う。

阪神バス

実施なし

武庫之荘駅前ターミナルの整備等、尼崎市の協力も得
ながら検討を進める必要がある。

施策概要 実施主体

新規路線は投資が伴うため、採算性が大きく問われ
る。また、バス運転士の確保が困難になっており、新
たな路線の開設はハードルが高い。

市西部と阪急武庫之荘駅を結ぶ路線の検討を実施す
る。

交通局

乗降調査を行い次期ダイヤ改正に向けて検証す
る。

・市の総合交通計画に則り、乗降調査を行い次期ダイ
ヤ改正に向けて検証する。

他市域への乗り入れについては、新たな停留所の確保
等で難しい点がある。

施策

バスロケーションシステム※の導入 利用者へ運行情報を提供し、バス待ち環境を向上させる為のシステムを導入する。 市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市

実施なし 引続き、市営バスへのバスロケーションシステムの導
入に向けた検討を行う。

ー

施策 施策概要 実施主体

市バス停留所隣接の駐輪場設備を整備する。 市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

８ヶ所　約345台 新たな設置箇所の検討を行う。

ニーズの把握及び道路占用許可基準を満たした道路も
しくは、道路外で適当な用地を確保する必要がある。

市民の移動に合わせた都市間交通としての、新たなバス路線を検討する。
市

公共交通事業者

引続き、市民の移動に合わせた都市間交通として、新
たなバス路線の検討を行う。

複数市及び事業者ごとのニーズを調整していく必要が
ある。

市

公
共
交
通
事
業
者

実施なし

市

阪急バス

市

サイクル＆バスライド※駐輪場の整備

市

市

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略２２２２－－－－②②②②　　　　バスバスバスバス利便性利便性利便性利便性のののの向上向上向上向上

施策 施策概要 実施主体

都市間交通のための新たなバス路線の
検討

計画策定時(平成26年度)の状況
平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

実施

主体
事業者
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基本目標２．交流を支える公共交通の充実

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略２２２２－－－－②②②②　　　　バスバスバスバス利便性利便性利便性利便性のののの向上向上向上向上

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

再掲51
P25
参照

ａ ○

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

32  　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

平成26年度に全路線での乗降客数調査・市バスアン
ケートを実施、その調査結果をもとに9月に効率性の
高い運行を目指し全面ダイヤ改正を実施した。

× ×

・現行ダイヤの一部改正(鴻池東線の延長・試行的
に、新規路線の運行開始)。 × ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

再掲13
P7

参照
　

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

33 　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

補助基準に基づき補助を実施。
・営業係数125以上の不採算路線について収支不足額
の１／２を一般会計から補助
　平成27年度　126,882千円 126,882 117,888

補助基準に基づき補助を実施。
・営業係数125以上の不採算路線について収支不足額
の１／２を一般会計から補助
　平成28年度　141,287千円

141,287 ③実施継続

市 市

補助基準に基づき補助を実施。
・営業係数125以上の不採算路線について収支不
足額の１／２を一般会計から補助
　平成26年度　126,190千円

補助基準に基づき補助を実施。
・営業係数125以上の不採算路線について収支不足額の
１／２を一般会計から補助
　平成29年度　117,888千円

現行の補助基準の見直し、平成30年度より新しい補助
基準に基づき、補助を実施予定。

ー

市営バスへの運営支援のあり方の検討 今後も路線を維持していくために必要な支援のあり方を検討する。 市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

施策 施策概要 実施主体

バス停の改良(上屋およびベンチの設
置)【再掲】

バス停の上屋やベンチ、従来型ベンチでは道路占有許可基準※を満たさないバス停での省スペースの収納式ベン
チの設置を進め、バス待ち環境の改善を図るとともに、歩行者の休憩場所として活用する。

市

市
市

交通局

乗降調査を行い次期ダイヤ改正に向けて検証す
る。

・市の総合交通計画に則り、乗降調査を行い次期ダイ
ヤ改正に向けて検証する。

限られた車両数と人員の中で、需要の見込まれる新規
路線の設置には、需要のない既存路線の整理を同時に
検討しなくてはならない。

施策 施策概要 実施主体

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

鉄道駅、バスターミナルのインバウンド※対策として乗り場案内、時刻表等を示し、バス停の案内についてもわ
かりやすい表示に改良する。
空港利用者にとって利便性の高い車両によってJR伊丹駅および阪急伊丹駅と空港を結ぶことにより、周辺地域の
にぎわいづくりにつなげる。

市

施策 施策概要 実施主体

需要に応じたバスネットワークおよび
運行ダイヤの見直し

走行環境や利用実態の変化に対応した効率の良いダイヤへ見直す。 市

施策概要 実施主体

ＪＲ伊丹駅および阪急伊丹駅と伊丹空
港を結ぶバスの利便性向上(「伊丹空港
ライナー」の運行)とＰＲ(基本戦略３
－②参照)【再掲】

施策
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基本目標２．交流を支える公共交通の充実

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

35 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

高齢者や障がい者等に対して、伊丹市バスが無料にな
る特別乗車証または福祉タクシーの基本料金分を助成
するタクシー利用券を交付
(交付人数：市バス特別乗車証28,543人・タクシー利
用券1,566人)

611,095 611,188

高齢者や障がい者等に対して、伊丹市バスが無料にな
る特別乗車証または福祉タクシーの基本料金分を助成
するタクシー利用券を交付
(交付人数：市バス特別乗車証29,965人・タクシー利
用券1,494人)

610,697 ③実施継続

計画策定時(平成26年度)の状況
平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

高齢者や障がい者等に対して、伊丹市バスが無料
になる特別乗車証または福祉タクシーの基本料金
分を助成するタクシー利用券を交付
(交付人数：市バス特別乗車証29,062人・タク
シー利用券1,562人)

引き続き、高齢者や障がい者等に対して、伊丹市バス
が無料になる特別乗車証または福祉タクシーの基本料
金分を助成するタクシー利用券を交付する。

効果の測定方法

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略２２２２－－－－③③③③　　　　ユニバーサルデザイン(バリアフリーユニバーサルデザイン(バリアフリーユニバーサルデザイン(バリアフリーユニバーサルデザイン(バリアフリー化)化)化)化)のののの推進推進推進推進

施策 施策概要 実施主体

高齢者、障がい者等の公共交通運賃減
免や高齢者パスの維持

高齢者・障がい者等に市バスの無料乗車証および福祉タクシーの基本料金分を助成するタクシーチケットを交付
し、外出支援および経済的負担軽減を行う。

市

実施

主体
事業者
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基本目標２．交流を支える公共交通の充実

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略２２２２－－－－③③③③　　　　ユニバーサルデザイン(バリアフリーユニバーサルデザイン(バリアフリーユニバーサルデザイン(バリアフリーユニバーサルデザイン(バリアフリー化)化)化)化)のののの推進推進推進推進

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

36  　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

適切な維持管理を実施 － －

適切な維持管理を実施 － ③実施継続

更新車両７両全てをノンステップバスとした。
147,133 95,920

更新車両７両全てをノンステップバスとした。
151,060 ③実施継続

国の指針を基に、地元自治体の協力を受け、随時設置
を行っている。
伊丹市内の２駅は設置済み。

× ×

国の指針を基に、地元自治体の協力を受け、随時設置
を行っている。
伊丹市内の２駅は設置済み。

× ③実施継続

新たな取組みなし
－ －

新たな取組みなし
－ ③実施継続

実施なし
ー ー

実施なし

ー ①検討

一般路線におけるノンステップバス割合
13.9% 22,753 96,000

一般路線におけるノンステップバス割合
55.2％
※旧尼崎市交通局路線譲受により、ノンステップ率が
向上

44,634 ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

再掲26
P13
参照

　

施策 施策概要 実施主体

公共交通事業者
市

乗換案内等の充実(デジタルサイネージ
※の設置等)【再掲】

外国人観光客向けのサイン表示や、高齢者・障がい者にも利用しやすいデジタルサイネージ等を利用した乗り換
え情報の充実を図る。

市内3駅(稲野駅・新伊丹駅・伊丹駅)とも、一定
のバリアフリー化は完了。

新たな取組みについて、実施予定なし

阪神バス

一般路線におけるノンステップバス割合
13.1％

一般路線におけるノンステップバス割合
56.9％(予定)

尼崎市内線を走行するバスのノンステップ率は、路線
譲受時以降も100％を維持している。
伊丹市内を走行する既存路線用バスのノンステップ率
は、29年度末で17.1％となる予定。

今後、バリアフリー対応車両の導入を進めて行く計画

市と当社にて、現状における問題点の情報共有を行
う。

阪急バス

実施なし

ー

地域公共交通確保維持改善事業費補助金等を活用しな
がら、ノンステップバスの導入に取り組んでいる。

西日本
旅客鉄道

国の指針を基に、地元自治体の協力を受け、随時
設置を行っている。
伊丹市内の２駅は設置済み。

国の指針を基に、地元自治体の協力を受け、随時設置
を行っている。
伊丹市内の２駅は設置済み。

交通局

路線バス全車両のノンステップ化が完了してい
る。

阪急電鉄

伊丹・北伊丹駅ともバリアフリー化完了

更新車両４両について、ノンステップバスを導入す
る。

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市
適切な維持管理を実施 適切な維持管理を実施

－

市

施策 施策概要 実施主体

駅舎・駅周辺道路のバリアフリー化と
バリアフリー対応車両の拡充

一定バリアフリー化は完了しており、適切な維持管理が必要となる。
市営バスは、既に全車両ノンステップバスに更新済みで、更新車両が対象となる。
公共交通事業者においては、バリアフリー対応車両の拡充を推進する。

市
公共交通事業者

公
共
交
通
事
業
者
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基本目標２．交流を支える公共交通の充実

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

37 ａ ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

実施なし ー ー
実施なし ー ②新規実施
5月の緑化フェア、9月のスルッとKANSAIバスまつり、
10月のわくわくミニフェア(イオンイベント)へ参加。 × ×

5月の緑化フェア、9月のスルッとKANSAIバスまつり、
10月のわくわくミニフェア(イオンイベント)へ参加。

× ③実施継続

国や各自治体、沿線住民の皆様の活動に協力してい
る。(交通政策に関する協議会などに参加)

× ×

国や各自治体、沿線住民の皆様の活動に協力してい
る。(交通政策に関する協議会などに参加) × ③実施継続

阪急伊丹駅、新伊丹駅に駐輪場を設置(有料)し、自転
車と公共交通の利用促進を図っている。 × ×

阪急伊丹駅、新伊丹駅に駐輪場を設置(有料)し、自転
車と公共交通の利用促進を図っている。 × ③実施継続

実施なし
ー ー

実施なし
ー ①検討

実施なし
－ －

実施なし

－ ①検討

・小学生社会見学
　　13校　717人参加
・空の日(10月18日実施)
　　来場者約18,000人
・ウオーキングイベント(12月5日実施)
　　250人参加

× ×

・小学生社会見学
　　18校　1,227人参加
・空の日(10月22日実施)
　　来場者約16,700人
・ウオーキングイベント(3月11日実施)
　　273人参加

× ④拡大

5月の緑化フェア、9月のスルッとKANSAIバスまつ
り、10月のわくわくミニフェア(イオンイベント)
へ参加。

5月の緑化フェアへ参加、9月のスルッとKANSAIバスま
つりへ参加予定。

各イベントを通じて、市バス利用促進に結びつけられ
るかが課題。

西日本
旅客鉄道

国や各自治体、沿線住民の皆様の活動に協力して
いる。(交通政策に関する協議会などに参加)

国や各自治体、沿線住民の皆様の活動に協力してい
く。(交通政策に関する協議会などに参加)

全社で取り組んでいる。

阪急電鉄

阪急伊丹駅、新伊丹駅に駐輪場を設置(有料)し、
自転車と公共交通の利用促進を図っている。

引続き、阪急伊丹駅、新伊丹駅に駐輪場を設置(有料)
し、自転車と公共交通の利用促進を図っていく。

他市では、阪急沿線でレンタサイクル事業を展開して
いる。

阪急バス

実施なし 市にて当社沿線の学校で調整し、希望する学校があれ
ば実施に向け検討する。

これまでに川西市・猪名川町・西宮市・長岡京市で、
小学生対象の乗り方教室を開催している。

阪神バス

実施なし 市内で実施可能な地域等があるか、行政の協力も得な
がら、引き続き検討していく。

他市においては、企業に対するモビリティマネジメン
トの取り組みを現在推進しているケースもあり、当社
も協力している。

関西
エア
ポート

・小学生社会見学
　　21校　1,605人参加
・空の日(9月28日実施)
　　来場者約30,000人
・ウオーキングイベント(11月26日実施)
　　203人参加

・改修工事のため社会見学実施なし
・空の日(10月14日実施予定)
・ウオーキングイベント　日程未定
・大阪国際空港内に、原則として空港従業員対象に設
けていた仮設駐輪場(無料)を廃止し、誰でも利用でき
る駐輪場･バイク置場(有料)を設置する。

ー

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略２２２２－－－－④④④④　　　　公共交通公共交通公共交通公共交通のののの利用促進利用促進利用促進利用促進

施策 施策概要 実施主体

モビリティ・マネジメント※の実施(住
民、企業、学校、転入者等)

平成29年度実施予定内容

市
実施なし 小学校の授業に取入れやすい教材を作成する。

ー

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

課題・伊丹市以外の取組み状況

市

交通局

公
共
交
通
事
業
者

「ノーマイカーデー」の参加推進や、地域協働による「のりものゲーム」等を学校で教材として利用し、住民一
人ひとりや社会全体で望ましい移動のあり方について考え、環境や健康に配慮して自転車や公共交通利用へ転換
を図る。

公共交通事業者
市
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基本目標２．交流を支える公共交通の充実

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略２２２２－－－－④④④④　　　　公共交通公共交通公共交通公共交通のののの利用促進利用促進利用促進利用促進

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

38 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

各種イベント案内に、公共交通を利用したアクセス方
法の情報を掲載した。

× ×

各種イベント案内に、公共交通を利用したアクセス方
法の情報を掲載した。 × ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

39 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

・出前講座を実施し、市内の1幼稚園で92名、11小学
校で1,241名、1高等学校で149名1市民団体14名の合計
1,496名の参加。
・緑化フェアとわくわくミニフェア(イオンイベント)
で子どもたちが描いたぬり絵をバス車内に展示した
ギャラリーバスの運行。

× ×

・出前講座を実施し、市内11の小学校で1,294名、1高
等学校で130名の合計1,424名の参加。
・緑化フェアとわくわくミニフェア(イオンイベント)
で子どもたちが描いたぬり絵をバス車内に展示した
ギャラリーバスの運行。

× ③実施継続

実施なし
― ―

実施なし
ー ①検討

実施なし
－ －

実施なし
－ ①検討

阪神バス

実施なし 市内で実施可能な地域等があるか、引き続き検討す
る。

他市においては、バス車両を用いたマナー教室開催等
の実績もある。

市

市 市

各種イベント案内に、公共交通を利用したアクセ
ス方法の情報を掲載した。

イベント参加時に公共交通機関を利用してもらえるよ
うに、公共交通事業者が持つ広告媒体へイベント情報
及びアクセス方法を掲載してもらえるよう働きかけ
る。

ー

施策 施策概要 実施主体

公共交通事業者への市内観光イベント
の情報提供および各種イベント会場ま
での公共交通を利用したアクセス方法
の情報提供

各種、イベント主催者、会場となる施設と連携した情報提供を検討する。
「清酒発祥の地 伊丹」の中心市街地に展開する多種多様な飲食店を巡る食べ歩き・飲み歩きイベントや、「い
たみ花火大会」「いたみまちなかバル」などの情報誌への掲載を検討する。

施策概要 実施主体

バスの乗り方教室やバス車内に児童の
絵画を展示

運転手によるバス車両を持ち込んでの、乗り方やマナーの実演講座や、イベントで描いていただいたぬり絵のバ
ス車内展示を実施する。

計画策定時(平成26年度)の状況
平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

課題・伊丹市以外の取組み状況

公共交通事業者
市

実施

主体
事業者

市 交通局

・出前講座を実施し、市内12の小学校で1,392
名、1高等学校で140名の合計1,532名の参加。
・緑化フェアとわくわくミニフェア(イオンイベ
ント)で子どもたちが描いたぬり絵をバス車内に
展示したギャラリーバスの運行。

引き続き、市内の小学校1・2年生を対象にバスの乗車
マナー等を学ぶ出前講座「気がつくキッズ」を開催予
定。

道路幅員が狭いといった立地上の理由で、バス車両が
通行出来ず、実施できない学校での実施に向けての実
施方法と、出前講座を経験してもらった後、いかに将
来の利用者となってもらえるか。

施策

阪急バス

実施なし 市にて当社沿線の学校で調整し、希望する学校があれ
ば実施に向け検討する。

これまでに川西市・猪名川町・西宮市・長岡京市で、
小学生対象の乗り方教室を開催している。

公
共
交
通
事
業
者

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容
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基本目標２．交流を支える公共交通の充実

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略２２２２－－－－④④④④　　　　公共交通公共交通公共交通公共交通のののの利用促進利用促進利用促進利用促進

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

40 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

①マフラータオル②ジャガードタオル③クラブバスラ
マ④オリジナル缶バッジ⑤スルッとKANSAIミニ文具
セットを販売。

× ×

①マフラータオル②ジャガードタオルをはじめ、③ク
ラブバスラマ④オリジナル缶バッジ⑤スルッとKANSAI
ミニ文具セットを販売。

× ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

再掲35
P17
参照

○

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

41  　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

引続き、市交通局では、市営バスICカード『itappy
(イタッピー)』を提携店舗や施設で提示すると、通常
価格からの割引やサービスを何度でも受けることがで
きる取組みを実施

ー ー

引続き、市交通局では、市営バスICカード『itappy
(イタッピー)』を提携店舗や施設で提示すると、通常
価格からの割引やサービスを何度でも受けることがで
きる取組みを実施

ー ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

再掲33
P16
参照

　

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

42 　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

実施なし
ー ー

実施なし
ー ①検討

市 市

実施なし インバウンド対応を含む、公共交通のわかりやすい情
報提供のあり方について、調査・研究を行う。

ー

インバウンド※対策を含むわかりやす
い情報提供の充実

定時性や二酸化炭素排出量が少ないことなどをPRし、公共交通の利用を促進し、増加が予想される外国人旅行客
向けに、多言語による表記やサインや広報媒体による情報提供を行う。

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

施策 施策概要 実施主体

市営バスへの運営支援のあり方の検討
【再掲】

今後も路線を維持していくために必要な支援のあり方を検討する。 市

市 市

市交通局では、市営バスICカード『itappy (イ
タッピー)』を提携店舗や施設で提示すると、通
常価格からの割引やサービスを何度でも受けるこ
とができる取組みを実施

商業事業者と連携した公共交通利用者に対する更なる
サービスの導入等に向けて、検討を行う。

ー

施策 施策概要 実施主体

商業事業者と連携したサービスの導入 商業事業者と連携した公共交通利用者に対するサービスの導入等により、公共交通利用促進の取り組みを行う。
商業事業者

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

施策 施策概要 実施主体

高齢者、障がい者等の公共交通運賃減
免や高齢者パスの維持【再掲】

高齢者・障がい者等に市バスの無料乗車証および福祉タクシーの基本料金分を助成するタクシーチケットを交付
し、外出支援および経済的負担軽減を行う。

市

市 交通局

H24年度に製作の、①マフラータオル②ジャガー
ドタオルをはじめ、③クラブバスラマ④オリジナ
ル缶バッジ⑤スルッとKANSAIミニ文具セットを販
売。

①マフラータオル②ジャガードタオル③クラブバスラ
マ④オリジナル缶バッジ⑤スルッとKANSAIミニ文具
セットを販売予定。

市バス70周年に向けて、PR活動促進の方法と捉え、新
たなグッズの製作を検討する。

施策 施策概要 実施主体

市バスオリジナルグッズの製作・販売 オリジナルグッズにより、地域の公共交通をより身近に感じてもらい、親しみを持ってもらう。 市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

施策 施策概要 実施主体
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基本目標２．交流を支える公共交通の充実

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略２２２２－－－－④④④④　　　　公共交通公共交通公共交通公共交通のののの利用促進利用促進利用促進利用促進

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

43  　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

新たな取り組みなし。
市営バスについては、乗継割引を引続き実施。 × ×

新たな取り組みなし.
市営バスについては、乗継割引を引続き実施。

× ③実施継続

新たな取り組みなし。市営バスについては、乗継割引
を引続き実施。 × ×

新たな取り組みなし。市営バスについては、乗継割引
を引続き実施。 × ③実施継続

導入なし × ×

導入なし

× ⑦要見直し

・2006年から、自社グループ発行のクレジット一体型
PiTaPa(現Stacia PiTaPa)を対象として、土日祝の同
一日にPiTaPa機能で電車※とバス※を2回ずつ利用い
ただくと、Sポイントを100ポイント(100円相当。小児
は半分。)付与する。
※阪急電鉄、阪神電気鉄道、能勢電鉄、北大阪急行電
鉄、北神急行電鉄、阪急バス、阪神バス、阪急田園バ
ス
・年度における総適用件数　284,602件

17,259千円 ×

・2006年から、自社グループ発行のクレジット一体型
PiTaPa(現Stacia PiTaPa)を対象として、土日祝の同
一日にPiTaPa機能で電車※とバス※を2回ずつ利用い
ただくと、Sポイントを100ポイント(100円相当。小児
は半分。)付与する。
※阪急電鉄、阪神電気鉄道、能勢電鉄、北大阪急行電
鉄、北神急行電鉄、阪急バス、阪神バス、阪急田園バ
ス
・年度における総適用件数　317,197件

18,913千円 ③実施継続

実施なし ー ー

実施なし

ー ①検討

hanica定期券(グランドパス含む)において、阪急バス
の同じ運賃区間内であれば相互利用できる制度を導入
した。

× －

旧尼崎市交通局路線を譲受したことで、同路線におい
ては、バスからバスへの乗り継ぎ利用に対する割引制
度を継続して提供している。

× ③実施継続

阪急バス

実施なし 調査研究を行う。

割引原資の負担のあり方が最重要課題で、乗継利用と
往復利用の判別方法も大きな課題となる。
また、ICカードも対象とする場合は、莫大なシステム
改修費が伴うが、費用負担のあり方が課題となる。

阪神バス

平成24年度に阪急バスと共同でＩＣカード
「hanica」を導入しており、チャージ額に対して
10％のプレミアを付与している。

現在提供している施策については継続して実施してい
くが、さらなる制度の拡充については慎重に検討して
いく。

乗継割引制度については、減収要素が大きいため、実
施について慎重に検討することが必要

西日本
旅客鉄道

導入なし 導入する予定無し

割引をするだけでは、新たに鉄道・バスをご利用いた
だけるお客様が増えるとは考えにくい。具体的な数値
があれば、収益性・将来性を含めて検討する。

阪急電鉄

・2006年から、自社グループ発行のクレジット一
体型PiTaPa(現Stacia PiTaPa)を対象として、土
日祝の同一日にPiTaPa機能で電車※とバス※を2
回ずつ利用いただくと、Sポイントを100ポイント
(100円相当。小児は半分。)付与する。
※阪急電鉄、阪神電気鉄道、能勢電鉄、北大阪急
行電鉄、北神急行電鉄、阪急バス、阪神バス、阪
急田園バス
・年度における総適用件数
　264,865件
・年度における当社分担費
　17,837千円

・2006年から、自社グループ発行のクレジット一体型
PiTaPa(現Stacia PiTaPa)を対象として、土日祝の同一
日にPiTaPa機能で電車※とバス※を2回ずつ利用いただ
くと、Sポイントを100ポイント(100円相当。小児は半
分。)付与する。
※阪急電鉄、阪神電気鉄道、能勢電鉄、北大阪急行電
鉄、北神急行電鉄、阪急バス、阪神バス、阪急田園バ
ス

ー

市

各公共交通事業者と連携した乗継割引制度は実施
していない。
市営バスについては、乗継割引を実施。

各公共交通事業者と連携した乗継割引制度の導入に向
けて検討を行う。

ー

交通局

各公共交通事業者と連携した乗継割引制度は実施
していない。市営バスについては、乗継割引を実
施。

各公共交通事業者と連携した乗継割引制度の導入に向
けて検討を行う。

－

鉄道とバスや、バスとバスでの乗継割
引制度の維持と検討

各公共交通事業者と連携し、乗継割引制度の導入について検討する。市営バスについては現行の乗継割引を維持
しつつ、より利用しやすい制度を検討する。

市
公共交通事業者

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

施策 施策概要 実施主体

市

公
共
交
通
事
業
者
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基本目標２．交流を支える公共交通の充実

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略２２２２－－－－④④④④　　　　公共交通公共交通公共交通公共交通のののの利用促進利用促進利用促進利用促進

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

44    　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

実施なし

ー ー

実施なし ー ①検討

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

実施なし 自転車におけるエコ通勤優良事業所認証制度の創設や
公共交通顕彰制度の創設(エコ通勤優良事業所認定制度
登録支援)について、調査・研究を行う。

ー

施策 施策概要 実施主体

自転車におけるエコ通勤優良事業所認
定制度の創設や公共交通顕彰制度の創
設(エコ通勤優良事業所認定制度登録支
援)

自転車におけるエコ通勤優良事業所認定制度の創設やエコ通勤優良事業所認定制度登録について支援を検討す
る。

市

23



基本目標３．中心市街地の回遊性とにぎわいの向上

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

46 ａ  　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

実施なし ー ー

早期実現が困難であることが判明したため、後期で検
討することを決定した。 ー ⑦要見直し

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

47 ｂ 　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

実施なし
― 22,067

市道宮ノ前線他電線共同溝整備事業の設計に向けて調
査を行った。

ー ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

48  　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

実施なし ー ー

本施策は(都)中央伊丹線のフルモール化と併せて実施
することが望ましいため、後期で検討することを決定
した。

ー ⑦要見直し

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

49 　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

実施なし
× ×

中心市街地での押し歩き区間の設定を検討したが、道
路形状等の課題から、押し歩きの推奨にとどめること
とした。阪急・JR伊丹駅両駅前に表示シートを設置。 132 ③実施継続

自転車押し歩き区間の設定

計画策定時(平成26年度)の状況
平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

実施なし 市道宮ノ前線他電線共同溝整備事業の設計を実施す
る。

・中心市街地では、年間を通じて様々なイベントが行
われるため、施工方法や地上機器の設置場所等につい
て、十分な地元協議を要す。
・無電柱化は、整備費用が高額となるため、低コスト
手法の早期実用化について、国の動向を踏まえながら
検討を要す。

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略３３３３－－－－①①①①　　　　中心市街地回遊性中心市街地回遊性中心市街地回遊性中心市街地回遊性のののの向上向上向上向上

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

施策概要

(都)中央伊丹線について、地域の合意形成を図りながら実施について検討する。

施策

中央伊丹線のフルモール化の検討

実施主体

市

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

実施なし ー

ー

施策 施策概要 実施主体

無電柱化による快適な歩行空間の整備

道路の電柱をなくし電線等を地下等にまとめて収容することで、安全で快適な歩行空間を確保する。
都市計画道路※整備事業と併せて検討する。
中心市街地の４極２軸路線は、伊丹酒蔵通りをはじめ景観重点地区に指定されており、地域及び電線管理者の合
意形成を図りながら実施に向けて協議する。

市

施策概要 実施主体

超小型モビリティ※のレンタル利用の
導入検討

JR伊丹駅および阪急伊丹駅周辺にポートを設置し、クルマの通行を抑制し、レンタルモビリティで両駅間を行き
来してもらい、中心市街地の活性化につなげる。

市

事業者 計画策定時(平成26年度)の状況
平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

施策

市 市

実施なし

施策

実施

主体

自転車の押し歩き区間を設定し、歩行者通行空間を整備する。

ー

ー

施策概要 実施主体

市 市

実施なし 伊丹警察署と連携し、押し歩き推奨の街頭啓発活動を
行う。

ー

実施

主体
事業者
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基本目標３．中心市街地の回遊性とにぎわいの向上

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

51 ａ ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

空港アクセスバスのＰＲ及び利便性向上のため、下記
事項を実施した。
①ラッピングした市営バスの運行を継続
②近隣JR駅構内及び市営バス車内に、ダイヤ改正の告
知を兼ねたポスターの掲出
③市内転入者等へのチラシ・時刻表の配付
④新関西国際空港株式会社と連携して、空港ターミナ
ル内へポスターを掲示
⑤JR伊丹駅等の空港行きバス停及びその周辺に案内表
示の設置

2,040 ー

空港アクセスバスのＰＲ及び利便性向上のため、下記
事項を実施した。
①ラッピングした市営バスの運行を継続
②近隣JR各駅構内及び市営バス車内に、ポスターを掲
出
③市内転入者等への時刻表の配付
④オリジナル絆創膏及びポケット時刻表（ともに英語
併記）を近隣市の旅行代理店や市内各施設に設置
⑤関西エアポート株式会社と連携して、空港ターミナ
ル内へポスターを掲示
⑥JR伊丹駅空港行きバス停を改良
⑦阪急伊丹駅空港行きバス停にに案内表示を設置

15,711 ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

52 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

引き続き、空港運営事業者により地元ＰＲコーナーと
して、大阪国際空港南北ターミナル１階総合案内所横
（計２か所）にＰＲパンフレット用ラックを無償にて
設置。

ー ー

引き続き、空港運営事業者により地元ＰＲコーナーと
して、大阪国際空港南北ターミナル１階総合案内所横
（計２か所）にＰＲパンフレット用ラックを無償にて
設置。

ー ③実施継続

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略３３３３－－－－②②②②　　　　空港空港空港空港をををを活活活活かしたまちづくりかしたまちづくりかしたまちづくりかしたまちづくり

施策 施策概要 実施主体

ＪＲ伊丹駅および阪急伊丹駅と伊丹空
港を結ぶバスの利便性向上(「伊丹空港
ライナー」の運行)とＰＲ

鉄道駅、バスターミナルのインバウンド※対策として乗り場案内、時刻表等を示し、バス停の案内についてもわ
かりやすい表示に改良する。
空港利用者にとって利便性の高い車両によってJR伊丹駅および阪急伊丹駅と空港を結ぶことにより、周辺地域の
にぎわいづくりにつなげる。

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

空港アクセスバスのＰＲとして、下記事項を実施
した。
①ラッピングした市営バスの運行
②潜在的な需要が見込まれる尼崎市北部等へのチ
ラシ・ポスターの配布
③新関西国際空港株式会社と連携して、空港ター
ミナル内へポスターを掲示

引続き、空港アクセスバスのＰＲを行う。また、空港
アクセスバスの利用実態調査を実施し、利用者ニーズ
の把握・分析を行う。

採算性を踏まえた上で、利便性の向上に努める必要が
ある。

施策 施策概要 実施主体

空港利用者に対する伊丹市の魅力発信 県と市で協力して、ターミナル改修後に地元ＰＲコーナーの確保を働きかける。
県
市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

県
市

県
市

空港運営事業者により地元ＰＲコーナーとして、
大阪国際空港南北ターミナル１階総合案内所横
（計２か所）にＰＲパンフレット用ラックを無償
にて設置（平成２６年７月１日より設置）。

引き続き、空港運営事業者により地元ＰＲコーナーと
して、大阪国際空港南北ターミナル１階総合案内所横
（計２か所）にＰＲパンフレット用ラックを無償にて
設置。

ー
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基本目標３．中心市街地の回遊性とにぎわいの向上

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略３３３３－－－－②②②②　　　　空港空港空港空港をををを活活活活かしたまちづくりかしたまちづくりかしたまちづくりかしたまちづくり

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

再掲26
P13
参照

　

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

53 　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

事業者ニーズに沿った制度とするため、企業立地支援
制度の見直しについて、商工業振興委員会において協
議した。
認定件数は0件であった。

20,307 30,260

商工業振興委員会の答申を受け、答申に基づき制度の
見直し案を作成し、平成29年3月から4月にかけパブ
リックコメントを実施した。
平成28年度は1件の企業立地計画を認定した。

12,921 ④拡大

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

54 　

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

伊丹を歩こうワンデーウォーキング、阪急・阪神沿線
観光あるきをはじめとした事業において、市の自然や
歴史を楽しむ街歩きコースを紹介した。また、兵庫県
等と共同で行う観光キャンペーン等においては、観光
客に対して、自然や歴史を紹介するとともに、伊丹ま
ちなかバルや宮前まつり等中心市街地の大規模イベン
トのPRを積極的に行った。

856 21,356

伊丹を歩こうワンデーウォーキング、阪急・阪神沿線
観光あるきをはじめとした事業において、市の自然や
歴史を楽しむ街歩きコースを紹介した。また、兵庫県
等と共同で行う観光キャンペーン等においては、観光
客に対して、自然や歴史を紹介するとともに、伊丹ま
ちなかバルや宮前まつり等中心市街地の大規模イベン
トのPRを積極的に行った。

856 ④拡大

施策 施策概要 実施主体

乗換案内等の充実(デジタルサイネージ
※の設置等)【再掲】

外国人観光客向けのサイン表示や、高齢者・障がい者にも利用しやすいデジタルサイネージ等を利用した乗り換
え情報の充実を図る。

公共交通事業者
市

施策 施策概要 実施主体

企業立地支援制度の推進 地域産業の基盤強化や市民の雇用機会の創出のため、市内への企業誘致や支援に取り組む。 市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

平成21年度は4件、平成22年度は3件、平成23年度
は4件、平成24年度は1件を認定した後、平成25、
26年度は0件で制度利用が無い状況が続いた。

中小企業支援や企業の市内定着を目指し、面積要件の
撤廃や小規模企業枠の追加等の対象要件の拡大、転入
奨励金の新設等奨励措置の拡充等を盛り込んだ企業立
地支援条例改正案を6月議会へ提案する。

移転・廃業した工場跡地へ、新たな製造事業者がス
ムーズに立地できるよう、事業用地情報の提供・発信
が課題である。

施策 施策概要 実施主体

観光施策と連携した利用促進 市内の地域資源を活かし、滞在型観光の強化を進める。 市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

伊丹を歩こうワンデーウォーキング、阪急・阪神
沿線観光あるきをはじめとした事業において、市
の自然や歴史を楽しむ街歩きコースを紹介した。
また、兵庫県等と共同で行う観光キャンペーン等
においては、観光客に対して、自然や歴史を紹介
するとともに、伊丹まちなかバルや宮前まつり等
中心市街地の大規模イベントのPRを積極的に行っ
た。

・阪急伊丹駅前市営バス総合案内板をデジタルサイ
ネージを使いリニューアルする。
・引き続き、伊丹を歩こうワンデーウォーキング、阪
急・阪神沿線観光あるきをはじめとした事業におい
て、市の自然や歴史を楽しむ街歩きコースを紹介す
る。また、兵庫県等と共同で行う観光キャンペーン等
においては、観光客に対して、自然や歴史を紹介する
とともに、伊丹まちなかバルや宮前まつり等中心市街
地の大規模イベントのPRを積極的に行う。また、兵庫
県阪神北県民局管内の4市1町で「サイクルエリアマッ
プ」を新たに作成し、サイクリングロードをPRする。

・中心市街地だけでなく、伊丹市内全域をバスや自転
車で回遊していただくための仕組み作り
・市外からの観光客をどう増やしていくか
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基本目標３．中心市街地の回遊性とにぎわいの向上

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

55 ａ ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

宗教法人本泉寺より、同寺敷地を駐輪場事業用地とし
て無償借地による提供が可能である旨の申入れを受
け、平成28年度から2ヶ年による事業を計画。

ー 150,181

整備に先行して必要な地質調査及び埋蔵文化財調査を
実施。プロポーザル方式により整備事業者を決定し、
契約締結済。

107,434 ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

56 b ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

阪急伊丹駅周辺に路上駐輪ラック276台分を設置。

ー 4,336

◆阪急伊丹駅周辺の駐輪ラックの新設及び増設
・阪急伊丹駅西側連絡橋付近　47台新設
・関西スーパー西側出入口付近　10台増設

◆県道189号線(京阪神急行伊丹停車場線)歩道部への
機械式路上駐輪場(路上駐輪ラック)設置についての県
と市の意見交換実施
・道路法第17条(管理の特例)に基づく設置の可能性に
ついての調査研究を開始
・県下の実施事例(明石市)について市独自に現地調
査・ヒアリングを実施

ー ③実施継続

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略３３３３－－－－③③③③　　　　中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地におけるにおけるにおけるにおける自転車等自転車等自転車等自転車等のののの放置放置放置放置のののの防止防止防止防止

施策 施策概要 実施主体

地下(地上)ハイテク駐輪場の整備 JR伊丹駅周辺において、地下ハイテク駐輪場を整備するとともに、他にも整備可能な場所がないか検討する。 市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

実施なし 平成29年9月から現地整備工事を実施予定。平成30年2
月末の完了を見込み、翌年度4月からの運用を目指す。

ー

施策 施策概要 実施主体

既存施設を活用した駐輪場整備や機械
式路上駐輪場(路上駐輪ラック)の設置

阪急伊丹駅周辺駐輪対策として、ペデストリアンデッキ等既存施設を活用した駐輪場整備を検討する。
阪急伊丹駅及びJR伊丹駅周辺において機械式路上駐輪場を設置し、買い物客など短時間駐輪する場合の利便性向
上を図る。
また、県道に対しても県と連携して、機械式路上駐輪場の設置をめざす。

県
市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

県
市

県
市

実施なし ◆阪急伊丹駅周辺の駐輪ラックの新設
・駅東側(中央1丁目1番地)　46台新設
・新設にあたり防火水槽等改修工事

◆県道への設置について、継続して協議を実施する。

ハイテク駐輪場の整備に伴い、ＪＲ伊丹駅周辺の放置
自転車及び駐輪場の状況を調査し必要な整備を計画す
る。
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基本目標３．中心市街地の回遊性とにぎわいの向上

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略３３３３－－－－③③③③　　　　中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地におけるにおけるにおけるにおける自転車等自転車等自転車等自転車等のののの放置放置放置放置のののの防止防止防止防止

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

57 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

伊丹市自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対
策の推進に関する条例及び同施行規則を改正し、撤去
手数料の見直しを図った。また、撤去強化期間を設
け、啓発や夜間撤去を実施した。

× ×

撤去強化期間を設け、啓発を実施。また、平日日中以
外の撤去を定期的に実施した。 × ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

再掲2
P1

参照
○

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

58 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

平成27年11月の路上駐輪ラック運用開始にあわせて、
阪急伊丹駅周辺の啓発指導を強化。また、駅周辺の放
置多発箇所に路上ピクトサインを設置。

27,542 27,673

平成27年度と同内容にて啓発指導強化を継続。 27,726 ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

59 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

11月より、地域通貨制度開始
・市営自転車駐車場におけるポイント発行数
→644,122ポイント

8,921 2,758

・市営自転車駐車場におけるポイント発行数
→812,636ポイント 2,109 ③実施継続

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

施策 施策概要 実施主体

市 市

施策 施策概要 実施主体

撤去手数料の適正化、撤去時間の延
長、ランダム化による規制強化

放置自転車に対する規制の強化を行う。 市

実施なし 撤去強化期間を設け、啓発を実施。また、平日日中以
外の撤去を定期的に実施する。

ー

駐輪指導員の指導時間を延長する。
路上にサインを貼付し、放置を防止する。

市

実施なし ハイテク駐輪場の運用開始に先立って、JR伊丹駅周辺
の駐輪指導時間の見直しを行う。

ー

既存駐輪場の再整備【再掲】 利用しやすい駐輪場として再整備し、自転車利用者の自律を促す。 市

計画策定時(平成26年度)の状況
平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

施策 施策概要 実施主体

実施主体

放置自転車防止のための啓発の充実

市営自転車駐車場の利用者に、利用料金の一定額を地域通貨「いたポ」として付与し、加盟店での買い物に利用
してもらい、放置自転車対策と中心市街地活性化を図る。

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

課題・伊丹市以外の取組み状況

平成29年度実施予定内容

実施

主体
事業者

施策 施策概要

市 市

実施なし ・市営自転車駐車場におけるポイント発行予定数
→1,418,000ポイント

市営自転車駐車場の利用者は増加している一方で、ポ
イント発行数は伸び悩んでおり、制度普及のために、
新たなユーザーの確保等の取り組みが必要である。

自転車利用者の自律を促す料金政策の
実施

28



基本目標４．　地域でつくる交通まちづくり

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

60 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

新たな取り組みなし
ー ー

新たな取り組みなし ー ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

61 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

秋の交通安全フェスタinいたみ2015を実施
日時：9/22(火・祝)10時～15時
場所：阪神自動車学院
来場者数：4,100人

174 361

秋の交通安全フェスタinいたみ2016を実施
日時：9/22(木・祝)10時～15時
場所：阪神自動車学院
来場者数：3,200人

174 ③実施継続

民間事業者との連携による交通安全教
室等の拡充

楽しみながら交通安全の意識の浸透を図ることを目的とし、秋の交通安全運動期間に交通安全の啓発をテーマと
したイベントを開催する。

市
民間事業者

市

秋の交通安全フェスタinいたみ2014を実施
日時：9/21(日)10時～15時
場所：阪神自動車学院
来場者数：4,000人

秋の交通安全フェスタinいたみ2017を実施予定
日時：9/23(土・祝)10時～15時
場所：阪神自動車学院

ー

施策 施策概要 実施主体

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市 市

市バスモニター制度を維持 新たな取り組みなし

ー

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略４４４４－－－－①①①①　　　　地域地域地域地域でつくるでつくるでつくるでつくる交通交通交通交通まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

施策概要

市バスモニター制度※を維持・拡充するとともに、主体的に伊丹市の望ましい交通について検討し、実践してい
こうとする住民や団体に対して、活動団体の設立支援や運営支援を行う。

施策

交通について市民が主体的に考える場
の設立および継続運営

実施主体

市

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

市

29



基本目標４．　地域でつくる交通まちづくり

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略４４４４－－－－①①①①　　　　地域地域地域地域でつくるでつくるでつくるでつくる交通交通交通交通まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

62 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

【公共交通機関の助成制度】
市バス特別乗車証(高齢者無料パス)：対象70歳以上の
市民

ー ー

高齢者交通安全教室等で制度の啓発を行う。
【公共交通機関の助成制度】
市バス特別乗車証(高齢者無料パス)：対象70歳以上の
市民

ー ①検討

実施なし。
─ ×

実施なし。
─ ①検討

・警察官が、高齢者宅を訪問する「ホットあんしん訪
問活動」や、交通課が行う高齢者に対する交通安全教
育の場において、免許返納に関する周知を図ってい
る。
・警察署の免許窓口に運転免許証の返納に関する相談
に訪れた高齢者に、免許返納制度について詳細な説明
を行っている。

× ×

・警察官が、高齢者宅を訪問する「ホットあんしん訪
問活動」や、交通課が行う高齢者に対する交通安全教
育の場において、免許返納に関する周知を図ってい
る。
・警察署の免許窓口に運転免許証の返納に関する相談
に訪れた高齢者に、免許返納制度について詳細な説明
を行っている。

× ③実施継続

市

警
察
署

警察署

・警察官が、高齢者宅を訪問する「ホットあんし
ん訪問活動」や、交通課が行う高齢者に対する交
通安全教育の場において、免許返納に関する周知
を図っている。
・警察署の免許窓口に運転免許証の返納に関する
相談に訪れた高齢者に、免許返納制度について詳
細な説明を行っている。

・警察官が、高齢者宅を訪問する「ホットあんしん訪
問活動」や、交通課が行う高齢者に対する交通安全教
育の場において、免許返納に関する周知を図ってい
る。
・警察署の免許窓口に運転免許証の返納に関する相談
に訪れた高齢者に、免許返納制度について詳細な説明
を行っている。
・従来の免許返納に関する周知活動に加え、高齢者利
用施設や高齢者クラブを訪問し、多人数の高齢者に直
接免許の返納に関する周知と呼びかけを行っている。

・返納して特典を受けら得る企業、団体が少ない。市
内では伊丹シティホテルだけで、他は県内全域で適用
される企業、団体に限られている。

・明石市役所では「運転免許、返して安心プロジェク
ト第2弾」を実施しており、免許を返納した65歳以上の
市民には図書カード3,000円分、返納をすすめた市民に
も図書カード1,000円分の特典がある。

施策 施策概要 実施主体

免許返納制度の周知・推進(公共交通利
用助成の維持・拡充を含む)

免許返納制度による特典を周知することにより、高齢者の自動車事故を防ぐ。
各公共交通事業者と連携し、助成維持と拡充について検討する。

計画策定時(平成26年度)の状況

交通局

実施なし。 各公共交通事業者と連携し、助成維持と拡充について
検討する。

市

【公共交通機関の助成制度】
市バス特別乗車証(高齢者無料パス)：対象70歳以
上の市民

免許返納制度の周知を更に広めるとともに正しい知識
の普及にも努める必要がある。制度の推進に向けた公
共交通利用助成の拡充を図るとともに内容を調査・検
討することも必要がある。

実施

主体

警察署
交通事業者

市

高齢者交通安全教室等で制度の周知に関する啓発を継
続するとともに、制度の推進に向けた公共交通利用助
成の維持・拡充を働きかける。

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況
事業者
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基本目標４．　地域でつくる交通まちづくり

基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略４４４４－－－－①①①①　　　　地域地域地域地域でつくるでつくるでつくるでつくる交通交通交通交通まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり

整理番号62続き

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

免許返納者や高齢者への助成として、ICOCAカードを
交付する取組みをすすめている。 × ×

免許返納者や高齢者への助成として、ICOCAカードを
交付する取組みをすすめている。

× ③実施継続

実施なし

－ －

実施なし

－ ①検討

引続き、高齢者用フリー定期券はんきゅうグランドパ
ス65を販売した。 ー ー

阪神バスと、高齢者フリー定期券はんきゅうグランド
パス65の相互利用を開始した。

ー ③実施継続

はんしんグランドパス65について、阪急バスの同じ運
賃区間内であれば相互利用できる制度を導入した。 × ×

実施済み

× ③実施継続

整理

番号

重点

施策

早期着手

施策

63 ○

平成27年度実施内容 H27事業費(千円) H29予算(千円)

平成28年度実施内容 H28事業費(千円) H29年度施策の方向性

平成27年12月より、放置自転車の路上駐輪ラックへの
撤去業務を伊丹小学校地区自治協議会へ委託開始。 364 2,495

・路上駐輪ラックへの撤去業務を廃止し、駐輪啓発指
導業務を伊丹小学校地区自治協議会へ委託開始。
・青色防犯パトロール業務を泉町シニアクラブ及びシ
ルバー人材センターへ委託開始。 2,436 ③実施継続

公
共
交
通
事
業
者

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

阪神バス

「高齢者運転免許返納割引」として、運転経歴証
明書を提示することで半額にて乗車可とする制度
を導入済み。
また、「はんしんグランドパス65」として、65歳
以上の方に対し、通勤定期券の約半額で定期券を
ご購入いただけるサービスを導入済み。

施策

市 市

公募型協働事業提案制度※の推進 地域からの提案による放置自転車対策や交通安全教室等を推進する。 市

実施なし 平成28年度と同内容にて継続。

青色防犯パトロール業務については、安全・安心見守
りカメラの整備が平成28年度中に完了し、平成29年度
の1年間の不審者情報件数等の推移について分析を行っ
た結果、大幅に減少していれば当該業務については廃
止を含め、実施体制を検討することが必要となる。

施策概要 実施主体

ー

阪急電鉄

実施なし

このような取組みについて自治体からポスター掲出の
依頼があれば、スペース等の都合があえば、駅の公報
パネルに掲出している。

阪急バス

高齢者用フリー定期券はんきゅうグランドパス65
を平成13年より発売している。

引続き、阪神バスと相互利用可能な高齢者用フリー定
期券はんきゅうグランドパス65を販売する。

このような取組みについて、伊丹市等からポスター掲
出の依頼があれば、スペース等の都合があえば、駅の
公報パネルへ掲出に向けて検討する。

西日本
旅客鉄道

免許返納者や高齢者への助成として、ICOCAカー
ドを交付する取組みをすすめている。

実施

主体
事業者 計画策定時(平成26年度)の状況

長岡京市では、高齢者運転免許証自主返納支援事業を
実施し、各施策の原資は長岡京市が負担している。(①
当社：グランドパス1ヵ月もしくはhanicaへのチャー
ジ、③コミュニティバス：専用回数券、③ＪＲ：ICOCA
へのチャージ、④行政：住民基本台帳カードの無料配
布)

実施済み

平成29年度実施予定内容

課題・伊丹市以外の取組み状況

・伊丹市専用ICOCAの場合、30,000枚(@2,000円以上)が
最低ロット
※周辺自治体との共有ICOCAの場合は全体で30,000枚

免許返納者や高齢者への助成として、ICOCAカードを交
付する取り組みをすすめていく。
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その他

整理

番号
基本戦略 重点施策

28 ２－①

34 ２－②

45 ２－④

50 ３－①

64 ４－①

後期後期後期後期でででで着手着手着手着手するするするする施策施策施策施策

施策 施策概要 実施主体

バス乗降場、タクシー乗降場
の再配置や福祉車両対応乗降
場の設置の検討

阪急伊丹駅とＪＲ伊丹駅間で導入することを検討する。

各公共交通事業者と利用料割引の導入等について検討する。

市道での該当路線未定。県道等で必要性に応じて県・警察署と連携してバス優先レーンの拡充をめざす。

市

市
公共交通事業者

高齢者・障がい者等の公共交通機関を利用した移動の利便性の向上を図る。 市

バス優先レーン拡充の検討

公共交通利用による公共施設
利用料(入館料等)の軽減や公
共交通利用促進につながる観
光イベント等の実施

自転車タクシー
※
の導入の検

討

地元住民によるバス停付近の
清掃・緑化等のアダプト制度
※の導入の検討

バス停付近の清掃・緑化等のアダプト制度の導入について検討する。 市

県
警察署
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